
沙
石
集
に
お
け
る
叡
山
仏
教

渡

辺

守

順

一

序

尾
張
国
木
賀
崎
長
母
寺
の
開
山
、
無
住
国
師
が
書
い
た
沙
石
集
は
そ

の
序
に
よ
れ
ば

「
弘
安
第
二
之
暦
、
三
伏
夏
之
天
、
集
レ之
」
と
あ
る

か
ら
、
弘
安
二
年
 (
一
二
七
九
)
 に
書
き
始
め
ら
れ
、
弘
安
六
年
 
(
一
二

八
三
)
 に
完
成
し
た
。
つ
ま
り
、
作
者
無
住
が
五
四
歳
か
ら
五
八
歳
に

か
け
て
、
約
五
力
年
か
か
つ
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
諸
本
は
じ
つ

に
多
い
が
、
渡
辺
綱
也
筒
広
本
沙
石
集
』
(日
本
書
房
)
、
築
土
鈴
寛

『沙

石
集
上
下
』
(岩
波
書
店
)
、
岩
波
日
本
古
典
文
学
大

系

『
沙
石
集
』
な

ど
が
信
頼

で
き
る
普
及
本
と
な
つ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
お
茶

の
水
図
書

館
蔵
梵
舜
本
 (慶
長
二
年
書
写
)
 と
、
市
立
米
沢
図
書
館
蔵
本
 
(興
譲
館

旧
蔵
本
)
 を
底
本
と
し
た
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系

の

『沙

石
集
』
に

よ
つ
て
、
叡
山
の
仏
教
が
ど
の
よ
う
な
姿
で
こ
の
説
活
文
学

の
中
に
存

在
し
て
い
る
か
を
調
査
し
、
沙
石
集
と
叡
山
仏
教
と
の
か
か
わ
り
あ
い

を
明
ら
か

に
し
、
沙
石
集
の
正
し
い
理
解
を
助
け
、
あ
わ
せ
て
、
比
叡

山
天
台
仏
教

の
文
学
に
お
け
る
意
義
を
再
認
識
し
た
い
。
す
で
に
、
今

昔
物
語
集
で
は
六
二
八
話
中

一
一
八
話
約

一
七
%
、
宇
治
拾
遺
物
語
は

一
九
七
話
中
六

一
話
約
三

一
%
、
古
今
著
聞
集

は
七
二
六
話
中

一
四
二

話
約
二
〇
%
な
ど
の
実
態
に
つ
い
て
述
べ
た
。
本
稿
で
は
沙
石
集

の
一

五
六
話
中
四
八
話
約
三
〇
%
の
実
態
を
舞
台
、
人
物
、
教
学
に
分
け
て

整
理
し
、
沙
石
集
に
お
け
る
叡
山
説
話

の
特
色

を
分
析

し
た

い
。
ま

ず
、
各
巻
ご
と
の
分
布
状
況
を
示
す
と
つ
き
の
よ
う
で
あ
る
。
各
巻
の

(

)
内
は
そ
の
巻

の
叡
山
関
係
説
話
数
で
あ
る
。

巻

一
-
一
〇
 (五
)
 巻
二
-
一
〇
 (四
)
 巻
三
-
八
 (三
)
 巻
四
-
九

(三
)
 巻
五
-
二
三
 (
一
一
)
 巻
六
-
一
八
 (
九
)
 巻
七
-
二
五
 (二
)

巻
八
-
二
三
 (三
)
 巻
九
-
一
三
 (
一
)
 巻

一
〇
-
一
七
 (七
)
 計

一

五
六
 (四
八
)

右
の
う
ち
、
と
く
に
多
い
巻

一
は
神
紙
、
巻

五
は
円
頓
学

と
釈
教

歌
、
巻
六
は
説
経
と
な
つ
て
い
る
。

二
 
叡
山
関
係
説
話

の
実
態

(
1
)
 

舞
台

説
話
の
中
に
で
て
く
る
叡
山
に
関
係
す
る
地
名
を
巻
ご
と

抄
石
集

に
お
け
る
叡
山
仏
教
 
(
渡

辺
)
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沙
石
集
に
か
げ
る
叡
山
仏
教
 
(渡

辺
)

に
列
記
す

る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

巻

一
 (吉
野
・
日
吉

・
山
門

・
山
・
西
坂
本

・
北
嶺

・
東
塔
)
 (三
井
寺

日
吉
大
宮
)

巻
二
 
(横
倉
)
 (竜
泉
寺

・
天
王
寺
)

巻
三
 
(地
名
無
)
 (高
山
寺
)

巻
四
 
(大
原
・
山

・
西
坂
本
)
 (三
井
)

巻
五
 
(日
吉
・
山

・
三
塔

・
大
原
)
 (大
宮

・
三
井
寺

・
大
講
堂
)

巻
六
 
(山
)
 (六
角
堂
)

巻
七
 
(地
名
無
)
 (善
光
寺

・
三
井
寺
)

巻
八
 
(山
)
 (天
王
寺

・
平
等
院
)

巻
十
 
(比
良

・
横
川
)
 (三
井

・
横
川
坊

・
国
清
寺
)

右
の
地
名

・
寺
名

・
坊
名
は

『
今
昔
物
語
集
』
『宇
治
拾
遺
物
語
』

『
古
今
著
聞
集
』
な
ど
に
比
較
す
る
と
、
や
や
少
な
い
。
し
か
も
、
延

暦
寺
と
か
、
比
叡
山
の
文
字
が
非
常
に
少
な
く
な
つ
て
い
る
。
時
代

の

せ
い
で
あ
る
こ
と
と
、
今
昔
、

宇
治
等
が
叡
山
の
直
接
息
の
か
か
つ
た

作
者

・
編
者
に
よ
つ
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
無
住

が
文
献
に
よ
つ
て
、
間
接
的
に
伝
承
的
に
採
集
し
編
集
し
た
説
話
集
で

あ
る
こ
と
が
原
因
で
あ
ろ
う
。

(
2
)
人
物

舞
台
と
同
じ
く
巻
ご
と
に
列
記
す
る
。

巻

一
 (
公
歓
僧
正

・
智
者
大
師

・
慈
恵
僧
正
・
役
ノ
小
角

・
恵
心
僧
都

桓

舜
僧
都

・
宝
地
房
証
真

・
北
嶺
学
侶

・
東
塔
北
谷
貧
僧
)

巻
二
 (
大
師
=
円
仁

・
山
僧

・
恵
心
僧
都
)

巻
三
 (恵
心
僧
都

・
聖

一
和
尚
)

巻
四
 
(延
寿
・
三
井
大
阿
闇
梨
慶
詐

・
小
原
僧
正

・
座
主
僧
正

明
禅
法

印

・
松
尾
証
月
房

・
天
台
祖
師

・
荊
渓

・
天
台
大
師

・
顕
真
僧
正
)

巻
五
 (山
門
学
者
・
天
台
大
師

・
南
岳

・
天
台
学
者

・
山
僧

天
台

教
月

房
法
橋

・
恵
心
僧
都

・
三
井
寺
法
師

・
良
逞

・
顕
昭

慈
鎮
)

巻
六
 (天
台
大
師
・
聖
覚

・
慈
恵
大
師

・
山
法
師
)

巻
七
 (実
相
房
上
人
=
頼
豪
)

巻
八
 (山
僧
)

巻
十
 (恵
心
僧
都

・
聖
覚

・
都
率
僧
都
覚
超
・
智
者
大
師

・
智
証
・
伝
教

慈
覚

・
源
信
僧
都
)

右

の
人
物
グ
ル
ー
プ
を
見
る
と
、
中
国
天
台

・
日
本
天
台

の
源
流

・

天
台
浄
土
教
の
三
分
野

の
人

々
が
ほ
ぼ
平
均
に
登
場
し
、
無
住

の
思
想

を
論
ず
る
場
合
の
重
要
な
鍵
と
な
る
。
天
台
に
関
す
る
学
問
は
つ
ぎ
に

考
察
す
る
教
学
の
面
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
天
台
の
人

物
系
譜
の
上
か
ら
も
実
証
で
き
る
。

三
 
叡
山
説
話
の
特
色

つ
き
に
、
沙
石
集
に
お
け
る
叡
山
関
係
説
話

の
特
色
を
教
学
の
方
面

か
ら
少
し
述
べ
た
い
。
無
住
の
教
学
と
し
て
論
ず
る
場
合
、
説
話
に
引

用
さ
れ
た
経
典
は
じ
つ
に
多
い
。
か
つ
て
発
表

し
た

「
沙
石
集
研
究
ノ

ォ
ト
」
よ
り
概
略
を
列
記
し
よ
う
。

梵
網
経

心
経

肇
論

宝
蔵
論

摩
詞
止
観

不
増
不
滅
経

心
地
観
経

円
覚
経

唯
識
論

観
経

往
生
要
集

法
華
経

十
輪
経

六
波
羅
密

経

撰
択
集

利
益
経

陀
羅
尼
経

浬
盤
経

大
集
経

金
剛
経

摩
詞
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止
観

大
智
論

菩
提
心
論

首
樗
厳
経

百
喩
経

安
楽
集

遺
教
経

浄
名
経

宗
鏡
録

法
句
経

大
品
経

文
珠
問
経

法
華
三
味
経

像
法

決
疑
経

勝
量
智
論

正
法
眼
蔵

仏
頂
経

仁
王
経

守
護
経

大
日
経

起
信
論

金
剛
般
若
経

大
集
経

如
法
経

宝
蔵
論

維
摩
経

弥
陀

思
維
経

興
禅
護
国
論

金
鉾
論

摂
大
乗
論

占
察
経

賢
愚
経

宝
鍮

論右
は
す

べ
て
の
書
名
が
正
し
い
表
記
で
な
い
が
原
文
の
ま
ま
引
用
し

た
。
再
出

の
も
の
は
重
複
す
る
の
で
さ
け
た
が
、
か
な
り
頻
度
数
も
多

く
広
範
囲
に
及
ん
で
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
無
住
の
仏
教
の
幅
の

広
さ
に
驚

く
と
と
も
に
、
沙
石
集
の
説
話
の
特
色
と
い
え
る
。

さ
て
、
叡
山
の
教
学
の
影
響
を
う
け
て
い
る
本
文
に
つ
い
て
考
察
し

て
み
た
い
。

ま
ず
、

は
じ
め
に
指
摘
し
た
い
の
は
巻

一
の

「大
神
宮
の
御
事
」
に

で
て
く
る

「本
地
垂
跡
」
の
思
想
で
あ
る
。
こ
れ
は

『
神
道
名
目
抄
』

に

「伝
教
弘
法
両
僧
始
め
て
こ
れ
を
始
め
ら
る
」
と
あ
る
。
ま
た
、
巻

一
の

「神
明
慈
悲
ヲ
貴
給
事
」
の
中

で
も

「余

二
和
光
同
塵
」
と
あ

り
、
叡
山

の
神
仏
習
合
の
思
想
を
強
く
述
べ
て
い
る
。

第
二
に
は

「
摩
詞
止
観
」
の
引
用
が
目
立
つ
。
巻

一
の

「出
離
を
神

明
に
祈
る
事
」
の
中
で
は

「摩
詞
止
観
、

天
台
ノ
心
ナ
ラ
バ
、
性
具
ハ
ノ

三
千
十
界

ノ
依
正
、
皆
法
身
所
具

ノ
万
徳
ナ
レ
バ
、
性
徳

ノ
十
界
ヲ
修

得

ニ
ア
ラ
ハ
シ
テ
善
現
色
身

ノ
誓
ヲ
以
テ
、
九
界

ノ
迷
情
ヲ
度

ス
」
と

か
、
「
止
観

ト
云

ハ
、
高
尚
ノ
者

ハ
高
尚

シ
、
卑
劣
ノ
者

ハ
卑
劣

セ
ン
、

古
徳
ノ
日
ク
、
阿
鼻
ノ
依
正
ノ
全
ク
極
聖
ノ
自

心

二
処

シ
、
毘
盧

ノ
身

土

ハ
、
凡
下
ノ

一
念
ヲ
瞼
ズ
」
と
か
、
巻
四
の

「無
言
上
人
の
事
」
の

中
で
は

「摩
詞
止
観
第
三
ノ
釈
、
天
台
ノ
御
臨
終

二
、
観
経
、
法
華
、

首
題
ヲ
御
弟
子
ニ
唱

ヘ
シ
メ
」
と
あ
り
、

さ
ら

に
、
同

じ
巻

の

「道

心
タ
ラ
ン
人
執
心
ノ
ゾ
ク
ベ
キ
事
」

の
中
に
は

「
止
観
談
義
、
止
観
ノ

法
門

ハ
承
又
、
止
観

一
部

ハ
皆
心

エ
ッ
」
と
あ

る
。
巻
五
の

「円
頓
学

者
鬼
病
免
タ
ル
事
」
の
中
で
は

「円
頓
者
、
初
縁
実
相
、
三
種

ノ
止
観

ヲ
伝

へ
給
事
ノ
中
ノ
円
頓
止
観
ノ
文
也
」
と
あ

る
。
こ
れ
ら
は
ほ
ん
の

一
部

の
引
用
に
と
ど
ま
る
が
、
止
観
を
重
視

し

て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。第

三
に
は
天
台
の
一
乗
教
に
ふ
れ
、
巻
二
の

「仏
舎
利
感
得

シ
タ
ル

人
ノ
事
」
で
は

「大
乗
の
仏
教
」
と
あ
り
、
同

じ
巻
の

「薬
師
観
音
利

益
事
」
で
は

二

乗
弥
陀
観
音
有
縁
ン

国
也
」

と
あ
る
。
ま
た
、
巻
四

の

「
無
言
上
人
の
事
」
の
中
で
は

「
天
台

ハ
一
ヲ
執

シ

テ
」
「天
台

ノ

内
鑑
冷
然
ノ
御
釈
二
其
ノ
意
釈
タ
リ

天
台

ハ
四
教
ヲ
立
テ
、
天
台

ハ

一
ヲ
執
ス
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
断
片
的
に
と
ら
え
る
と
、
巻
三
の

「禅
師
ノ
問
答
是
非
の

事
」

の
中
で

「
天
台
禅
門
ノ
観
心
」
を
述
べ
、
同
じ
巻
の

「栂
尾
上
人

の
物
語
の
事
」
で
は

「天
台
ノ
御
詞
、
玄
義
中

ニ
侍
ル
」
と
天
台
法
華

三
大
部
を
引
用
し
、
さ
ら
に

「
一
念
三
千
」
に
つ
い
て
は
巻
五
の

「
哀

傷
の
歌

の
事
」
、
巻
六
の

「嵯
峨
の
説
法
の
事
」
、
同
巻

の

「有
所
得
の

説
法
の
事
」
な
ど
で
詳
説
し
て
い
る
。
ま
た
、

「往

生
要
集
」
、
「
法
華

沙
石
集

に
お
け
る
叡
山
仏
教
 
(
渡

辺
)
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沙
石
集
に
お
け
る
叡
山
仏
教
 (渡

辺
)

八
講
」
に
つ
い
て
も
注
目
す
べ
き
記
述
が
あ
る
。

以
上
紙
数
の
都
合
で
き
わ
め
て
簡
略
な
指
摘
に
終
つ
た
が
、
沙
石
集

の
説
話
に
お
け
る
叡
山
教
学
が
か
な
り
濃
厚
な
形
で
内
在
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

四

結

無
住

の
思
想
を
沙
石
集
の
説
話
か
ら
考
察
し
た
先
学
の
研
究
に
よ
る

と
、
通
仏
教
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
と
く
に
天
台
教
学
だ
け
に
特
別
の
関

心
を
示
し
た
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
こ
と
は
無
住
が
説
話
の
蒐
集
に
異

常
な
努
力
を
し
、
広
範
囲
か
ら
入
手
し
た
も
の
を
取
捨
撰
択
し
た
こ
と

に
な
る
。

さ
ら
に
こ
の
こ
と
を
深
く
考
察
す
る
と
、
叡
山
仏
教
が
全
国

的
に
文
献
的
と
口
承
的
と
を
問
わ
ず
、
多
く
の
説
話
に
浸
透
し
て
い
た

と
考
え
て
よ
い
。

こ
の
よ
う
に
考

え
る
と
、
沙
石
集
の
三
〇
%
の
密
度

は
注
目
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
叡
山
仏
教
の
影
響
に
感
心
す
る
だ

け
で
な
く
、
仏
道

に
導
く
手
段
方
法
と
し
て
説
話
な
い
し
文
芸
を

「
狂

言
綺
語
」
と
さ
げ
す
み
な
が
ら
、
「陀
羅
尼
和
歌
」
論
を
ぶ
つ
あ
た
り
、

じ
つ
に
説
話
を
限
り
な
く
愛
着
し
、
そ
の
価
値
を
高
く
認
め
て
い
る
事

実
を
は
つ
き
り
認
識
す
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
沙
石
集
の
文
芸
性
を

追
求
し
、
思
想
性
を
再
評
価
し
て
、
地
名
、
人
名
、
引
用
文
献
の
ま
こ

と
に
豊
富
な
内
容
を
改
め
て
知
る
と
と
も
に
、
無
住
の
さ
り
げ
な
い
表

現
の
中
に
含
ま
れ
た
作
者

の
人
間
臭
に
拍
手
を
送
り
た
い
。

近
年
と
く
に
、
大
学
入
試
な
ど
で
も
と
り
あ
げ
ら
れ
、
ご
く

一
部
で

は
あ
る
が
関
心
を
も
つ
人
口
が
増
え
つ
つ
あ
る
。
沙
石
集

の
正
し
い
理

解
は
天
台
教
学
、

と
く
に
日
本
の
叡
山
仏
教
の
知
識
な
く
し
て
は
果
し

え
な
い
部
分
が
多
い
。
本
稿
で
は
地
名
、
寺
名
、

坊
名
等

の
地
理
的
考

察
も
省
略
し
て
た
だ
列
記
し
た
に
終
つ
た
。
ま
た
、
人
名
も
、
座
主
、

高
僧
、
そ
の
他
に
つ
い
て
も
詳
説
し
な
か
つ
た
。

し
か
し
、
地
理
的
考

察
、

人
物
考
察
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
す
る
と
、
沙
石
集

の
叡
山
仏
教
の

内
容
が
は
つ
き
り
把
握
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
説
話

と
他
の
説
話
集
と
の
比
較
を
み
る
こ
と
も
必
要

で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
他

日
を
期
し
た
い
と
思
う
。

た
だ
、
教
学

の
問
題
に
つ
い
て
は
仏
教
と
文
学

の
関
係
を
追
求
し
よ

う
と
す
る
た
め
、
若
干
意
見
を
述

べ
て
、
次

の
研
究

の
参
考
に
し
た

い
。
叡
山
教
学

の
哲
学
的
解
説
は
天
台
学
者
の
専
門
書
に
よ
つ
て
明
ら

か
な
は
ず
だ
が
、
じ
つ
は
ほ
と
ん
ど
理
解
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
実

で

あ
る
。
た
と
え
ば
、
叡
山
説
話
の
特
色

の
項
で
、
た
だ
指
摘

に
終

つ

た

『摩
詞
止
観
』
の
内
容
に
し
て
も
、
「性
具
ノ
三
千
十
界

ノ
依
正
、

皆
法
身
所
具
ノ
万
徳
ナ
レ
バ
、
性
徳

ノ
十
界

ヲ
修
得

ニ
ア
ラ
ハ
シ
テ
善

現
色
身
ノ
誓
ヲ
以
テ
、
九
界
ノ
迷
情

ヲ
度

ス
」

と
い
う
意
味
が
、
ど
の

程
度
に
現
代
人
に
理
解
さ
れ
る
か
と
い
う
と
、
今

日
の
研
究
で
は
ま

つ

た
く
不
充
分
で
あ
る
。
「人
間
が
本
来
も
つ
て
い
る
善
悪
正
邪

の
性
質

は
、
す
べ
て
仏
の
身
で
あ
つ
て
も
そ
な
え
も
つ
も

の
だ
か
ら
、
け
が
れ

多
い
俗
の
身
で
あ
つ
て
も
、
修
行
し
た
悟
り
の
姿
を
、
仏
や
菩
薩
の
よ

う
に
あ
ら
わ
せ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
迷
え
る
人
々
を
救
え
る
」
と
、
こ
の
程

-250-



度
の
解
釈
で
は
何
を
言

つ
て
い
る
の
か
わ
か
り
に
く

い
。
「円
頓
者
」

「
天
台

ノ
四
教
」
二

念
三
千
」
に
し
て
も
同
じ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
仏

教
語
の
現
代
的
解
釈
に
な
る
と
、
さ
ら
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
天
台

教
学

の
高
適
深
遠
な
哲
学
と
い
つ
て
も
、
そ
れ
が
現
実
の
人
間
の
生
き

方
に
役

立
た
な
け
れ
ば
画
餅
の
た
ぐ
い
で
あ
る
。
然
る
に
梅
原
猛
氏
な

ど
の
論
文
に
よ
れ
ば
現
代
日
本
の
思
想
的
貧
困
と
混
乱
を
救
う
た
め
の

一
つ
の
偉
大
な
哲
学
と
し
て
の
叡
山
仏
教
を
再
評
価
す

べ
き
だ
と
い

う
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
沙
石
集
の
天
台
教
学
を
引
用
し
た
説
話

が
仏
道
修
行

の
導
入
に
活
用
さ
れ
た
こ
と
を
高
く
評
価
す

べ
き
で
あ
ろ

う
。
そ

の
よ
う
な
こ
と
を
、
沙
石
集
に
お
け
る
叡
山
仏
教

の
実
態
調
査

の
結
果
考

え
た
の
で
あ
る
。

日
本
文
学
と
叡
山
仏
教
と
の
か
か
わ
り
あ

い
の
考
察
を
今
昔
物
語

集
、
宇
治
拾
遺
物
語
、
太
平
記
、
古
今
著
聞
集
な
ど
に
お
い
て
見
て
き

て
、
こ
こ
に
沙
石
集
に
及
ん
だ
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
ん
ご
さ
ら
に
平
家

物
語
、
徒
然
草
な
ど
の
叡
山
仏
教
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
、
日
本
文
化

の
形
成

に
叡
山
仏
教
の
存
在
を
改
め
て
浮
き
彫
り
に
し
て
み
た
い
。
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献
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叡
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仏
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